
１ 主題構成表 

主題名 「働くことの喜び」（小学校・中学年）       資料名 「美しい山河を未来に－デレーケ」 

 

■ 内容項目 ４－（２） 

 働くことの大切さを知り、進

んでみんなのために働く。 

 ■ 内容項目から見た児童の実態 

（意識） 

・係の仕事や与えられた仕事など、受けも

った仕事は責任をもって取り組まなけ

ればならないと考えている。 

・当番活動や係活動において、興味・関心

のある活動には、意欲的に活動するが、

そうでない仕事には、人任せになったり

、最後まで取り組もうとしなかったりす

る。 

（要因） 

・係や仕事には責任があり、果たさな

ければならないことは理解している

が、そのことが自分や周りの喜びに

つながることにまで気付くことがで

きていない。 

・自己中心的な考えがあるため、興味

のないことに関して責任をもって取

り組むことができない場合がある。 

・自分の仕事が仲間や周りの人の役に

立っているということに気付くこと

ができず、働くことへの満足感を味

わった経験が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 資料の分析 
・水理工師であるオランダ人デレー

ケは、自国のため、自分を認めて

くれた技師長のため、自分の力を

発揮するために来日する。木曽三

川の改修を任されていたとき、５

年連続で起きた洪水の事実から、

設計図を書き直す必要があった。

やがて工事が遅れ、彼自身批判を

受けることになるが、水理工師と

して、地域住民が安心して生活で

きることだけを考え、工事の続行

を決意した。自分の役割を果たし、

取り組むことが自分や周りの人の

喜びにつながり、進んでみんなの

ために働くことの素晴らしさに気

付くことができる資料である。 

・妻の死によって、仕事への情熱を

失いかけたデレーケの思いに共感

させる。 

・木曽三川流域では、水害との闘い

の歴史から、自分の水理工師とし

ての役割を果たすことが、地域住

民の安全な生活を実現し、彼らの

喜びにつながることに気付かせる

ことができる資料である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 価値の分析 
・働くことの大切さとは、単に
自分や家族が生活をしていく
ためだけの手段ではなく、自
分に課された社会的責任を果
たすという意味においても重
要な意味をもつ。 

・この時期の児童は、係の仕事
や頼まれた仕事に対して、進
んで取り組もうとすることが
できる。しかし、興味がもて
なかったり、必要感を感じな
かったりするなどにより、時
に取り組むことができないこ
ともある。自分の役割を果た
し、力を合わせて取り組むこ
とが、周りの人の役に立ち、
その喜びを自分の更なる働く
ことへの喜びにつなげること
ができるようにする必要があ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

■ ねらい 

  自分の仕事や活動を行い、役割を果たすことが自分や周りの人の喜びにつながることに気付き、みんなの

ためになることを考え、進んで働こうとする心情を育てる。 

 

 

 

■展開の構想                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第２次岐阜県教育ビジョン＞ 

基本目標２ 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 の中で、本時特に授業者として意識して関わらせたい

事項について、端的に表す。 

■ 展開の構想 

・デレーケの心に情熱の火を灯した理由を知る

ことで、上司の信頼に応え、自己の力を発揮

することに価値を見出しているデレーケの

心に気付かせる。 

・住民からの温かい言葉が、仕事の再開へとつ

ながったことから、働くことの意義が、自己

の力を発揮することだけではないことに気

付かせる。 

・水理工師として住民のことだけを考え仕事し

ている姿から、役割を果たすことが周りの人

の喜びや安心につながることに気付かせる。 

■ 基本発問（◎中心発問） 

○デレーケは、ドールン技師長から、来日の依頼を

されたとき、どんな気持ちだったでしょう。 

○妻を亡くしたとき、デレーケはどんな気持ちだっ

たのでしょうか。 

◎デレーケが設計図を書き直す決断をしたのは、ど

のような気持ちからでしょうか 

○これまでの係や、当番活動の中で、自分が取り組

んだことで、周りの人や友達の役に立ったと感じ

たことはありませんか。 

■「わたしたちの道徳」の活用（ 授業前 ・ 授業中 ・ 授業後 ・ 活用しない ） 

（活用の仕方）係活動を振り返る際に、「学校や学級でみんなのためにできること」（Ｐ.１３２）を記

入し、よりよい取組方法を自分で決めて実践する。 



 



 

 

２ 学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応 指 導・援 助 

 

導 

 

入 

◇デレーケの経歴を紹介し、資料への興味・関心を高め
る。 

○今日は「美しい山河を未来に（木曽三川治水の恩人）」
という読み物資料を使って学習します。主人公のデ
レーケについて紹介します。 

・当時の洪水の状況や治水工事の方法につ
いて伝える。 

・オランダは低い土地が多く、先進的な治
水技術があったことを伝える。 

・年表をもとに、人生の半分程の時間を日
本で過ごしていたことを経歴から示す。 

 

 

 

 

 

 

展  

 

 

開 

 

 

前 

 

 

段 

 

◇資料提示をし、範読する。 

○デレーケは、ドールン技師長から、来日の依頼をされ

たとき、どんな気持ちだったでしょう。 

・ドールン技師長の期待に応えて頑張りたい。 

・やっと認めてもらえた。 

・自分の力を発揮したい。 

・オランダの技術を日本で示したい。 

・オランダ人としての誇りを大切にして頑張りたい。 

 

○妻を亡くした、デレーケはどんな気持ちだったので

しょうか。 

・自分も妻も育ったオランダにいたい。日本で仕事をす

るのはもうやめたいな。 

・住民の言葉が自分の支えとなった。住民の期待に応え

るためにも、仕事を再開しよう。 

 

◎デレーケが設計図を書き直す決断をしたのは、どのよ

うな気持ちからでしょうか。 

・書き直さなければ、また洪水が起こり、住民の人たち

が困るのではないか。 

・今のままでは、住民の人は安心して住むことができな

い。 

・このままでは、仕事をやりきったことにはならない。 

・自分のためではなく、住民の暮らしのことだけを考え

て、安心して生活できるようにするために決断した。 

・オランダの誇りとかというものではなく、一人の水理

工師として、住んでいる人たちのために決断した。 

・デレーケの年表や洪水回数の移り変わり

などの表を掲示しておく。 

・ドールン技師長からの手紙の絵を示し、

注目させることで、技師長の期待の大き

さや、それに応えようとするデレーケの

思いを想起できるようにする。 

・感じている満足感は、住民に安全な暮ら

しを提供できるようになったことではな

く、技師長の期待に応えることができた

ことや、自分の力を示すことができたこ

とによるものであることを押さえる。 

・温かい言葉をかけてくれた住民からの期

待に応えるために、調査を再開したデ

レーケの思いを押さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技師長の期待に応えることや、自分の力

を示すことではなく、水理工師として、地

域住民の安心、安全な暮らしのことだけを

考えていることに気付かせる。 

 

展 

開 

後 

段 

○これまでの係や当番活動の中で、自分が取り組んだこ

とで、周りの人や友達の役に立った、自分もよかった

と感じたことはありませんか。 

・日直で窓を開けたとき、教室に入ってきた子が、「気持

ちいい風」と言ってくれて、ちゃんと日直として窓を

開けてよかったなと思いました。 

・手洗い場を掃除していたときに、「きれいになったね」

と言ってもらえて、掃除したことがみんなのために

なった気がしてとてもうれしかったです。 

・掃除の時間や係活動の様子など、具体的な

場面を想起することができるように、活動

場面の写真を掲示する。 

・発表の場面で、価値付けられた内容のみを

発表した児童には、価値付けられてどのよ

うに思ったかと問い返すことで、自分の喜

びにもつながっていることに気付かせる。 

終 

末 

◇教師の説話をする。 
・係や当番活動の様子から、みんなが気持ちよく生活で
きるよう取り組んでいる姿や思いを紹介する。 

＜変容の見届け＞ 
・「トイレ掃除をする中で、汚れた便器をき
れいにしようと頑張ったことで気持ちよ
く使ってもらえるようになったことがう
れしかった。」など、自分の役割を果たす
ことが、自分やまわりの人への喜びにつな
がることに気付き、実践への意欲を高めて
いる。 

【深めの発問】 
★設計図を書き直すことは、期日が遅れ、
早く工事をしてほしいという住民の期待
を裏切ることになり、また批判されるか
もしれないのに、なぜ書き直す決断をし
たのか。 



 

 

 



 

 

３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連  

＜場の内容・ねらい＞          ＜児童の意識＞     ＜指導・援助＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常の活動】 

○朝の会 

・班の中で係のめ

あてを決める

ことで、活動す

る内容を明ら

かにする。 

 

 

○清掃活動 

・めあてを決めた

り、掃除の場所

や清掃方法を

教えたりする

ことで、懸命に

取り組む姿を

生みだし、その

姿を価値付け

ることができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○係活動 

・班の中で分担を

し、一人一人が

取り組む内容

を明確にする

ことで、責任を

もって最後ま

で活動する姿

が生まれるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

教科等 

・ペアや班での話し

合いや活動を仕組

み、仲間に働きか

けること、協力す

ることが経験でき

るようにする。ま

た、できた姿を価

値付ける。 

・デレーケさんは、水理

工師として、自分にで

きることを考え、責任

をもって最後までや

り遂げた。そのこと

が、住民のためにな

り、彼らの喜び、自分

の喜びにつながって

いた。 

 

・係の仕事を通して、

仲間へ働きかける姿

があるか、またその

声に応えようとする

姿があるかを見届け

る。また、その姿を

価値付ける。 

・班内で協力して声を

かけ合う姿を見届け

価値付ける。 

道徳の時間（９月） 

「美しい山河を未来に」  

内容項目 ４－(２) 

・自分の仕事や活動を行い、役割を果

たすことが自分や周りの人の喜び

につながることに気付き、みんなの

ためになることを考え、進んで働こ

うとする心情を育てる。 

学級活動（１０月） 

「係活動を振り返ろ

う」 

・「わたしたちの道徳」

の「学校や学級でみ

んなのためにでき

ること」（Ｐ．１３２）

を使い、自分の取組

の中で心がけてい

ることや努力して

いることを記入す

る。 

・一生懸命に掃除する

ことができて、気持

ちよかった。 

・掃除したところをほ

められて、嬉しかっ

た。これからも精一

杯掃除しよう。 

・班での活動は、全員

が参加できるように

互いに声をかけ合っ

たり、うまくできる

ように協力したりす

ることが大切だ。 

・自分の決められた仕

事を精一杯すること

が大切なんだ。力を

抜かないで取り組ん

でいこう。 

・係活動にこれまで取

り組んできて、自分

が精一杯取り組む

と、まわりの子が喜

んでくれることが分

かった。 

・他にも自分がやれる

係活動がありそう

だ。自分からもっと

やってみよう。 

・働くことの意義が、

自己の力を発揮する

ことだけではないこ

とに気付かせる。 

・水理工師として住民

のことだけを考え仕

事している姿から、

役割を果たすことが

まわりの人の喜びや

安心につながること

に気付かせる。 

・係活動に取り組む児

童の意識を事前に把

握する。 

・自分の行っている活

動が、まわりの仲間

の喜びにつながって

いることに気付かか

せ、更なる活動の工

夫へと結び付ける。 

帰りの会 

・「よいこと見つけ」

の中から、当番活動

や係活動について

の内容のものを取

り上げ、その姿や、

その時の思いを具

体的に紹介する。 

・「よいこと見つけ」の

交流以外でも、目立

たないところで精一

杯活動している姿を

取り上げ、意欲を高

める。 

 



 

 

 



美
し
い
山
河

さ

ん

が

を
未 み

来 ら
い

に
（
木
曽

き

そ

三
川

さ
ん
せ
ん

治
水

ち

す

い

の
恩
人

お
ん
じ
ん

） 

デ
レ
ー
ケ 

 

デ
レ
ー
ケ
は
、
美
し
い
海
と
陸 り

く

に
囲 か

こ

ま
れ
た
、
生
ま
れ
故
郷

こ
き
ょ
う

ゼ
ー
ラ
ン
ト
が
大
好

だ

い

す

き
だ
っ

た
。
ゼ
ー
ラ
ン
ト
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
低 ひ

く

い
土
地
）
と
も
呼 よ

ば
れ
、
低
地

て

い

ち

が
多
い
オ
ラ

ン
ダ
の
中
で
も
と
り
わ
け
海
抜

か
い
ば
つ

の
低
い
地
方
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。 

オ
ラ
ン
ダ
の
国
土
は
、
四
分
の
一
が
海
面
下

か
い
め
ん
か

に
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
長
い
水
と
の
戦

い
を
経
て
、
干
拓

か
ん
た
く

（
湖
や
海
の
水
を
除
い
て
陸
地
や
耕
地
に
す
る
こ
と
）
と
運
河

う

ん

が

に
よ
っ
て

国
土
を
築 き

ず

い
て
き
た
。 

祖
父

そ

ふ

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
父
も
、
デ
レ
ー
ケ
も
水
と
の
戦
い
に
参
加

さ

ん

か

し
て
き
た
。

デ
レ
ー
ケ
は
、労
働
者

ろ
う
ど
う
し
ゃ

の
息
子

む

す

こ

な
の
で
国
立

こ
く
り
つ

工
科

こ

う

か

大
学

だ
い
が
く

に
は
進
学
で
き
な
か
っ
た
。し
か
し
、

向
学

こ
う
が
く

心 し
ん

に
あ
ふ
れ
、
進
ん
で
リ
ブ
レ
ッ
ト
先
生
に
つ
い
て
水 す

い

理
学

り

が

く

を
学
ん
だ
。
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
運
河
組
合
の
現
場

げ

ん

ば

監
督

か
ん
と
く

と
し
て
働
き
な
が
ら
学
ん
だ
日
々
は
、
デ
レ
ー
ケ
の
水
理
工
師

こ

う

し

（
港
湾

こ
う
わ
ん

、
河
川

か

せ

ん

土
木
技
師
）
と
し
て
の
技
術

ぎ
じ
ゅ
つ

を
大
い
に
高
め
て
く
れ
た
。 

あ
る
日
、
一
通
の
手
紙
が
来
た
。
日
本
に
い
る
ド
ー
ル
ン
技
師

ぎ

し

長
ち
ょ
う

か
ら
だ
っ
た
。 

「
日
本
に
派
遣

は

け

ん

さ
れ
る
の
は
、国
立
工
科
大
学
を
出
た
エ
リ
ー
ト
技
師
ば
か
り
だ
が
、君
が
彼 か

れ

ら
に
負
け
な
い
技
術
と
情
熱

じ
ょ
う
ね
つ

を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
緒

い
っ
し
ょ

に
仕
事
を
し
て
き
た
私
が
一
番

よ
く
知
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
今
、
君
の
よ
う
な
優
秀

ゆ
う
し
ゅ
う

な
治
水

ち

す

い

の
技
術
者
を
求
め
て
い
る
。

…
」 そ

の
手
紙
は
、デ
レ
ー
ケ
の
心
に
情
熱
の
火
を
と
も
し
た
。自
分
を
水
理
工
師
と
し
て
認 み

と

め

て
く
れ
る
人
が
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
と
し
て
、
美
し
い
国
土
づ
く
り
に
参
加
し
て
き
た
誇 ほ

こ

り

が
あ
る
。
今
、
自
分
を
信
頼

し
ん
ら
い

し
て
く
れ
る
上
司
の
元
で
、
自
分
の
力
を
日
本
の
国
づ
く
り
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）、
デ
レ
ー
ケ
三
十
歳
の
と
き
に
、
妻 つ

ま

ヨ
ハ
ン
ナ
、
二
人
の
子
ど

も
、
義
妹

ぎ

ま

い

エ
ル
シ
ュ
と
共
に
日
本
に
着
い
た
。 

 

デ
レ
ー
ケ
が
最
初
に
任 ま

か

さ
れ
た
仕
事
は
、
淀
川

よ
ど
が
わ

水
系

す
い
け
い

（
淀
川
を
中
心
と
し
、
淀
川
を
流
れ



る
支
流

し
り
ゅ
う

・

湖
み
ず
う
み

・
沼 ぬ

ま

な
ど
）
の
改
修

か
い
し
ゅ
う

工
事
だ
っ
た
。 

 

デ
レ
ー
ケ
は
、
海
か
ら
な
が
め
た
山
河

さ

ん

が

と
現
地

げ

ん

ち

調
査

ち
ょ
う
さ

で
見
る
山
河

さ

ん

が

の
違 ち

が

い
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
。 

 

山
が
荒 あ

れ
、
狭 せ

ま

く
急
な
川
は
、
大
雨
の
た
び
に
土
砂

ど

し

ゃ

が
川
底
を
う
め
、
ま
す
ま
す
洪
水

こ
う
ず
い

を

起
こ
し
や
す
く
し
て
い
た
。 

「
エ
ッ
セ
ル
さ
ん
、『
治
山

ち

さ

ん

治
水

ち

す

い

』
と
い
う
の
は
本
当
に
大
切
で
す
ね
。
人
の
心
が
荒
れ
、
余
裕

よ

ゆ

う

が
な
く
な
る
と
目
先
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
木
を
切
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
国
に
住
む
人
を
責 せ

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
が
、
何
と
し
て
で
も
美
し
い
山
河
を
と
り
も
ど
し
た
い
で

す
ね
。」 

「
で
も
ね
え
、
デ
レ
ー
ケ
君
、
日
本
の
河
川
工
事
は

難
む
ず
か

し
い
よ
。
大
学
で
学
ん
だ
知
識
や
技

術
だ
け
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
急
な
川
の
工
事
は
で
き
な
い
か
ら
ね
。
僕 ぼ

く

は
、
君
が
現
場

げ

ん

ば

で
学
ん

だ
知
識
と
技
術
に
期
待

き

た

い

し
て
い
る
か
ら
ね
。
頑
張
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
を
示
し
て
や
ろ
う

じ
ゃ
な
い
か
。」 

 

明
治
八
年
、
日
本
で
最
初
の
近
代
技
術
に
よ
る
砂
防

さ

ぼ

う

堰
堤

え
ん
て
い

が
淀
川
水
系
に
造 つ

く

ら
れ
た
。
こ

れ
は
、〔
オ
ラ
ン
ダ
工
法

こ
う
ほ
う

〕
ま
た
は
、〔
デ
レ
ー
ケ
工
法
〕
と
も
呼
ば
れ
た
。
自
然
を
破
壊

は

か

い

す

る
こ
と
な
く
自
然
を
生
か
し
て
ダ
ム
を
造
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
工
事
は
、
明
治
十
一
年
か

ら
南
濃
町
の
盤 は

ん

若 に
ゃ

谷 だ
に

、羽
根

は

ね

谷 だ
に

な
ど
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
羽
根

は

ね

谷 だ
に

巨
石

き
ょ
せ
き

堰
堤

え
ん
て
い

は
、

百
年
を
過 す

ぎ
た
今
も
そ
の
役
割

や
く
わ
り

を
立
派

り

っ

ぱ

に
果 は

た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
淀
川
本
流
改
修
工
事

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
船
底
が
つ
か
え
て
通
れ
な
か
っ
た
大
型

お
お
が
た

の
船
も
通
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

 

十
年
後
、
淀
川
上
流
の
山
地
に

施
ほ
ど
こ

し
た
砂
防
工
事
の
結
果
、
山
々
は
緑
と
な
っ
て
な
が
め

も
美
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
山
く
ず
れ
も
少
な
く
な
り
、
川
の
流
れ
も
安
定
し
て
い
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
、
デ
レ
ー
ケ
の
評
価

ひ
ょ
う
か

は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
彼
は
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
合
理
的

ご
う
り
て
き

な
工
法
を
提
案

て
い
あ
ん

し
、
適
切

て
き
せ
つ

に
指
示

し

じ

、
指
導

し

ど

う

で
き
る
技
術
者
に
成
長
し
て
い
っ
た
。 

 

デ
レ
ー
ケ
が
初
め
て
木
曽
三
川

さ
ん
せ
ん

の
視
察

し

さ

つ

に
訪

お
と
ず

れ
た
の
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
二

月
下
旬

げ
じ
ゅ
ん

の
こ
と
だ
っ
た
。視
察
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
下
流
域

か
り
ゅ
う
い
き

に
住
む
人
々



の
熱
心

ね
っ
し
ん

な
運
動
と
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
一
体

い
っ
た
い

の
政
府

せ

い

ふ

へ
の
要
求
が
認 み

と

め
ら
れ
た
か

ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
地
域
は
、
濃
尾

の

う

び

平
野

へ

い

や

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
有
数

ゆ
う
す
う

の
洪
水

こ
う
ず
い

地
帯

ち

た

い

で
あ
っ
た
。

大
小
二
百
余 あ

ま

り
の
河
川
が
網 あ

み

の
目
の
よ
う
に
流
れ
、
そ
の
大
部
分
は
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐

い

び

川
に
合
流

ご
う
り
ゅ
う

し
て
い
た
。
ま
た
、
水
位
に
違
い
が
あ
り
、
東
の
木
曽
川
が

最
も
っ
と

も
高
く
、
長
良

川
、
揖
斐
川
の
順
に
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
た
。
木
曽
川
の
流
す
土
砂
が
異
常

い
じ
ょ
う

に
多
く
、
そ

の
土
砂
が
水
位
の
低
い
長
良
川
、
さ
ら
に
揖
斐
川
に
流
れ
込
み
洪
水
を
起
こ
し
て
い
た
。 

 

デ
レ
ー
ケ
は
、「
川
を
治 お

さ

め
る
に
は
、
ま
ず
山
を
治
め
る
べ
し
」
と
い
う
信
念

し
ん
ね
ん

に
基 も

と

づ
き
、

こ
の
調
査
結
果
を
『
木
曽
川
概
説

が
い
せ
つ

』
に
ま
と
め
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
報
告

ほ
う
こ
く

を
政
府
に
し
た
。 

一 

山
林
の
木
を
む
や
み
に
切
ら
な
い
こ
と 

二 

禿
山

は
げ
や
ま

の
木
の
植
え
つ
け
と
栽
培

さ
い
ば
い

を
行
う
こ
と 

三 

砂
防
工
事
を
行
う
こ
と 

 

こ
の
と
き
デ
レ
ー
ケ
は
、木
曽
三
川
の
乱
流

ら
ん
り
ゅ
う

の
す
さ
ま
じ
さ
に
気
づ
い
て
は
い
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
三
川
分
流
を
し
な
く
て
も
木
曽
川
と
長
良
川
・
揖
斐
川
の
二
川
分
流
で
治
水
で
き

る
と
考
え
て
い
た
。 

 

明
治
十
四
年
に
最
愛

さ
い
あ
い

の
妻
を
亡
く
し
た
デ
レ
ー
ケ
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
仕
事
へ
の
情
熱
を

な
く
し
か
け
て
い
た
と
き
も
あ
っ
た
が
、
木
曽
三
川
住
民
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た
お
く
や
み

の
言
葉
を
受
け
、
住
民
の
期
待
に
必
死

ひ

っ

し

に
な
っ
て
応 こ

た

え
よ
う
と
し
て
調
査
を
再
開

さ
い
か
い

し
た
。
こ

の
日
か
ら
、
デ
レ
ー
ケ
と
木
曽
三
川
と
の
本
当
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。 

 

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
七
月
に
、
五
年
連
続

れ
ん
ぞ
く

の
洪
水
が
起
き
た
。
こ
の
事
実
を
知
っ

た
デ
レ
ー
ケ
は
、
今
ま
で
の
改
修
工
事
の
考
え
方
を
土
台
か
ら
見
直
す
こ
と
に
し
た
。
一
番

大
き
な
見
直
し
は
、
二
川
分
流
か
ら
三
川
分
流
へ
設
計
図

せ
っ
け
い
ず

を
変
更

へ
ん
こ
う

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

「
ど
う
し
て
、
こ
の
設
計
図
で
は
だ
め
な
の
で
す
か
。
こ
れ
は
あ
な
た
が
私
た
ち
に
指
示
し

て
書
か
せ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。」 

「
な
ぜ
だ
め
な
の
か
と
い
う
と
、
あ
の
七
月
の
洪
水
の
恐 お

そ

ろ
し
さ
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る

の
は
君
た
ち
じ
ゃ
な
い
か
。
私
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
批
判

ひ

は

ん

も
知
っ
て
い
る
。
山
の
な
い
オ
ラ



ン
ダ
人
に
日
本
の
河
川
改
修
工
事
の
設
計
図
は
書
け
な
い
と
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
学
ん

だ
水
理
学
と
、
日
本
の
河
川
で
体
験
し
た
事
実
を
も
と
に
私
な
り
の
理
論

り

ろ

ん

を
築
い
て
き
た
。

そ
の
上
で
、
私
は
設
計
図
を
書
き
直
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
ん
だ
。」 

「
し
か
し
、設
計
図
を
書
き
直
す
に
は
、も
う
一
度
現
地
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
改
修
工
事
に
取
り
か
か
る
の
が
遅 お

く

れ
ま
す
。
地
元
の
人
々
は
、
あ
な
た
こ
そ
が
こ

の
木
曽
三
川
を
治
め
て
く
れ
る
人
だ
と
期
待
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
期
待
を
裏
切

う

ら

ぎ

る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
あ
な
た
自
身
、
ま
た
批
判

ひ

は

ん

を
あ
び
る
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。」 

「
批
判
な
ど
な
ん
で
も
な
い
。
私
は
土
地
の
人
か
ら
聞
い
た
宝
暦

ほ
う
れ
き

治
水
の
話
に
感
動
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
水
と
の
戦
い
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
、
命
と
財
産

ざ
い
さ
ん

を
守
ろ
う
と
し
て
き

た
こ
と
も
事
実
だ
。
こ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
も
日
本
人
も
な
い
。
ま
し
て
、
私
一
人
の
名
声

な
ど
問
題
で
は
な
い
。
私
の
願
い
は
、
西
濃
地
方
に
住
む
人
々
か
ら
木
曽
三
川
の
洪
水
の
不

安
を
取
り
除 の

ぞ

き
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
美
し
い
山
河
の

故
郷

ふ
る
さ
と

を
つ
く
る
。
そ
の
た
め
に
設
計
図
を
書
き
直
す
。
分
か
っ
て
く
れ
な
い
か
。
」 

 

明
治
十
八
年
十
一
月
、
木
曽
三
川
改
修
工
事
の
設
計
図
は
完
成

か
ん
せ
い

し
た
。 

 

工
事
区
域
は
、
一
五
八
・
五
キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
大
工
事
で
あ
っ
た
。
着
工

ち
ゃ
っ
こ
う

か
ら
二
十
五
年

後
の
明
治
四
十
五
年
に
工
事
は
終
わ
っ
た
。 

 

木
曽
三
川
改
修
工
事
の
最
大
の
成
果

せ

い

か

は
、
水
害
の
減
少

げ
ん
し
ょ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
水
害
の
減
少
に

よ
り
木
曽
三
川
流
域
の
農
業
も
改
善

か
い
ぜ
ん

さ
れ
、
耕
地

こ

う

ち

が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
近
代
的
治
水
工

事
の
成
功
は
、
全
国
の
河
川
改
修
工
事
を
進
め
る
模
範

も

は

ん

に
な
っ
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

内
容
項
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四
―
（
二
） 

出
典 

海
津
郡
教
育
振
興
会
編 

「
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
人
々
」 

（
平
成
十
五
年
一
月
） 


